
（該当業務： ）

）

）委託の場合

市内外の小学生から高齢者まで、西脇子午線マラソン参加者
“日本のへそ”西脇子午線マラソン大会実行委員会

“日本のへそ”西脇子午線マラソン大会実行委員会

①

根拠条例等

補助・単独

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

10

政 策

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

確 認 項 目

事
務
事
業
の
概
要

百万円 百万円

Ａ

マラソン大会開催事業

枝番号

10

会計こころ豊かな人が育ち、いきいきと活躍できるまち(教育・文化・スポーツ）

保健体育総務費

課名
生涯学習課ｽﾎﾟｰﾂ振興室

番号 所属長名

03

02

総
合
計
画

部名

坂部武美

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

教育費

06 保健体育費項

01 一般会計財
務
科
目

多彩な文化と生涯スポーツ活動の振興

基 本 政 策

01

法令名・根拠条文

目

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

地域スポーツ活動と交流の推進

款03

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成20年度（参考） 平成21年度 平成22年度 平成23年度

百万円 百万円

平成21年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

企画政策課
意 見

百万円

市 長 指 示 事 項 等

総事業費 百万円

行動計画掲載

完了予定年度事業開始年度 昭和５３

平成21年度の実施内容・成果

基
本
事
項

教育委員会

事務事業名

Ｂ Ｃ

年度未定

②

年度

根拠条例等

根拠法令要綱等

“日本のへそ”西脇子午線マラソン大会を円滑に運営することで、
全国各地から多数の参加を得て「日本のへそ」西脇市を全国に発
信する一大イベントとして、西脇市への理解と認識を深めてもらうと
ともに、市民の健康づくりや地域住民の連帯感を培う。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

西脇子午線マラソン大会実行委員会の申請に基づき、大会運営経費の一部を助成する。
大会は、幅広い年齢層の人が、自分の体力にあわせて参加できるよう多種目を設定。全国から様々な世代の人が参加している。参加者
を歓迎するため、地元小学校鼓笛隊の演奏、地元協力による白むし御飯炊出しや、フリーマーケットを開催し、また、安全な大会を開催す
るため地元消防団、地域住民及びボランティアグループ等の協力を得て実施する。

根拠法令要綱等

③

(①または②の場合)

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時
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【１次評価】 評価実施：平成21年度

【２次評価】 評価実施：平成21年度

【３次評価】

総
合
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

１評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性） ３ 事業の必要性

直接のサービスの相手方 １

1,975

0.61 0.61

1
1

一般人件費[平均給与×(B)]

②
20

説明

20

成
果
指
標

（
目
標

）

①
734円単価

単価
42.6% 57.4% 42.6%

47

４
４
４ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握 ５

名称

説明

名称

2,138
2,500

93.1%

2,000 2,200 2,500

4747

①

②

2,328
678円 623円

達成度

目標値
18年度 19年度 20年度 21年度

1 1

100.0%
6,279千円

実績値

受益者負担率[(E)/(D)] (F) ％ 0.0% 0.0% 0.0%

22年度

受益者負担額 (E) 千円

総コスト[(A)+(C)] (D) 千円 6,279

4,829

6,279 6,279

4,829

0.61

1,450

1,450

0

1,450

1,450

1,450

(A')事業費(予算額または見込額）

1,450

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円 4,829

1,450

18年度 19年度 20年度 21年度

1,450

0

1,450

1,450

0

単位

千円

0

一般財源

1,450

0 0 0

1,450

22年度

1,450 1,450

一般財源

事業費(決算額) (A)

一般職員所要人員 (B) 人

特定財源

活
動
指
標

（
目
標

）

単価

名称

説明

名称

説明

1 1 1

1,450

0

1,450

特定財源

1

2,500

100.0% 100.0%
6,279千円 6,279千円

達成度
目標値

- - -
27実績値

達成度

47 47
98.8% 97.2%

目標値
実績値

達成度

参加者数（人）
目標値

単価

実績値

マラソン大会参加者数

全国知名度

参加した選手の都道府県数

マラソン大会開催数

“日本のへそ”西脇子午線マラソン大
会の開催数

５
実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
４
１

事業の必要性

受益者負担の適切さ
評価結果 過去３１回の歴史があり、定着化しており伝統的行事として本年度も引き続き実施し、｢日本のへ

そ｣西脇市をアピールしていく。中高校生にとっては、交流の場になり、スポーツ振興に役立ってい
る。

さらなるPRを行い、参加者増を図る。将来的に文化・スポーツ振興財団の事業としての位置付け
も検討する。青年の家・ロイヤルホテル等の利用による経済効果を図る。

４

改
善
策

根拠規定を策定し、事業目的と対象事業費を明確化する必要がある。（例えば、中高生のスポーツ振興または地域交流を強調する。）大会
運営について、文化・スポーツ振興財団へ業務移管するなど、スポーツ振興室との関わりを整理し、職員の負担を軽減するなど、運営方法に
ついて検討する必要がある。市内の一般参加者、広く全国からの参加者を募れるようなPR、申込方法の検討、参加料収入を増やせるよう実行
委員会へ指導する必要がある。また、大会スポンサーをつけて有効な資金調達方法を検討する必要がある。

評価結果 判
断
理
由

改
善
策

判
断
理
由

根拠規定が策定されていないため、事業の目的が、スポーツ振興なのかへそのＰＲなのかがあいまいとなっ
ている。また、対象事業費も不明確である。
実行委員会が運営し、市は事業費支援をしている形態をとっているが、実行委員会の事務局は市にあるた
め、一般職員所要人員が0.61人と過大となっている。
市内からの参加者は、ほとんどが学生である。

評価結果

判
断
理
由

改
善
策

４ 市民ニーズの把握

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止
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